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はじめに

アライグマ（Procyon lotor）は，北米大陸

原産の外来種であり，特定外来生物による生

態系等に係る被害の防止に関する法律（以

下，外来生物法）施行と同時に特定外来生物

に指定されている．

本種は，アライグマ科アライグマ属に分

類される中型哺乳類である．アライグマ科

（Procyonidae）は，アライグマ属７種（Procyon 

sp.），オリンゴ属４種（Bassariscyon sp.），

キンカジュー属１種（Potos sp.），カコミ

ス ル 属 ２ 種（Bassariscus sp.）， ハ ナ グ マ

属１種（Nasua sp.），ヤマハナグマ属１種

（Nasuella sp.）の６属16種からなる．アラ

イグマ属（Procyon sp.）は，アライグマ（P. 

lotor），ピグミーアライグマ（P. pygmaeus），

カニクイアライグマ（P. cancrivorus）の３

種が知られ，アライグマには，かつて別種

と考えられていた，P. minor Miller, 1911，P. 

maynaradi Bangs, 1898，P. insularis Merriam, 

1898，P. gloveraleni Nelson&Goldman 1930

が亜種として含まれている．P. gloveraleni 

Nelson & Goldman 1930は別種とされ，絶滅

したと考えられていたが，今日ではアライグ

マの亜種とされている．ピグミーアライグ

マは，絶滅危惧種（CR）に指定されている

（IUCN, 2011）．なお，アライグマ科には，か

つてレッサーパンダ（Ailurus fulgens Cuvier, 

1825）が誤って分類されていたことがある

が，今日では別科に分類されており，旧北区

にはアライグマ科は分布していないことが知

られている．アライグマは，アライグマ属の

中で，もっとも分布域が広く，メキシコから

カナダまで分布している（Gehrt, 2003）．

アライグマの好適な生息環境は，湿地帯

であるが，植林地のような森林も利用する

（Stuewer, 1943；Ellis, 1964）．また，人の生

活圏に順応することで都市近郊部でも高い生

息密度を示している（Prange et al., 2003）．

そのため，オンタリオ州では，狂犬病の発生

地域において人への感染のリスクを低下させ

るために駆除をおこなっていたり（Rosatte, 

1997；Bigler et al., 1973），イリノイ州でバッ

クパッカーのゴミを荒らすことが問題とな

りゴミ箱に蓋が取り付けられるなどの対策

が取られていたり（Prange et al., 2003），フ

ロリダ州では観光地で増加し観光客の荷物を

いたずらする（金田未発表）など「都市動物
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化」しているアライグマの対策に追われてい

る．さらに，大西洋で最大のウミガメの産卵

地の一つであるフロリダ州のホーベサウンド

国立野生動物保護区（HSNWR：Hobe Sound 

National Wildlife Refuge）では，ウミガメの

卵がアライグマに捕食されることの影響は大

きいと考えられ，捕獲によるアライグマ個体

数の調整とウミガメ産卵数のモニタリングが

行われている（Duball, 1998）．

アライグマの野生化と各地での問題

アライグマは，主に毛皮獣として北米から

ヨーロッパへ輸出された（Gehrt, 2003）．ド

イツでは1934年にハンブルグで野生化が確認

されているほか（Müller-Using, 1959），フラ

ンス，ポーランド，ロシアなどでも外来生

物として分布している（Aliev and Sanderson, 

1966；Leger, 1999；Bartoszewicz et al., 

2008）．

一方で，日本では，主として展示目的およ

び愛玩飼養目的で輸入された．日本にはアラ

イグマ，カニクイアライグマが展示動物，愛

玩動物として輸入され，他にもアライグマ科

では，ハナグマ（Nasua nasua），カコミスル

（Bassariscus astutus），キンカジュー（Potos 

flavus），オリンゴ（Bassariscyon sp.）なども

愛玩動物として輸入されているが，これらは

環境省が公表している要注意外来生物にもリ

ストアップされていない．なお，日本に持ち

込まれたアライグマがどの亜種かは明らかに

なっていない．

日本での野生化に関する最初の記録は，

1962年に愛知県犬山市の逸出例である（安

藤・梶浦，1985）．アライグマが日本国内に

初めて輸入された時期は明らかになっていな

いが，1938年にシートンの著作が内山賢次に

よる訳で刊行された「動物記」でも「ウェー・

アッチャ-キルダー小川の浣熊」としてアラ

イグマは登場しており，古くより知られ動物

園などで展示されていたと考えられる．2005

年までに，愛媛県以外の46都道府県でアラ

イグマの野生化が報告され（池田，2006），

2006年には愛媛県でも生息が確認され（金

城・谷地森，2007），現在では島嶼をのぞく

日本全国に分布している．また，世界自然遺

産地の知床半島において2001年以来継続して

アライグマの侵入情報が得られており，その

生息密度は低いと推測されているものの，本

種の侵入が進行することが危惧されている

（池田，2009）．

日本におけるアライグマの野生化では，テ

レビアニメの影響によってアライグマの飼育

が流行したとされているが，その因果関係は

明らかになっていない．1980年代のペット

ブームに，多くの個体が飼養目的に流通し，

国内各地で飼育施設からの逸走や飼いきれな

くなった個体の放逐が次々に起き，その結果

として，野生化したアライグマの分布が拡大

したとされている（Ikeda et al., 2004）．

日本全国へアライグマが分布した理由の一

つに，その分布拡大の早さが挙げられる．

神奈川県では，1990年に鎌倉市で野生化個

体の繁殖が確認されている（中村，1991）．

2001年には県南東部に限局的に分布し県内の

12.9％の地域での情報のみであったが，2004

年には県内の26.5％の地域に拡がっている

（Hayama et al., 2006）．

他方，DAISIE（http://www.europe-aliens.org/）

を参照すると，ドイツでは1927年に野生化

が確認されていた場所から2008年までに250 

km 程度までしか広がっていない．国内では

外来生物法が整備される2005年までは鳥獣の

保護および狩猟の適正化に関する法律（以

下，鳥獣保護法）にもとづいて，有害鳥獣と

して捕獲されていたが，際して「奥山放獣」

が指導されてきた経緯があり，移動・放獣と

いう人為によって分布拡大が加速したと考え

られる．

全国に分布を広げたアライグマは，各地で

人間生活に様々な悪影響をおよぼしている．
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北海道，神奈川，大阪，兵庫，和歌山など各

地で，収穫前の農作物を採食してしまい，そ

の全国の被害額は，2001年から2008年の間

に，3600万円から１億9600万円に増加してい

る（農水省，2009）．アライグマの農作物被

害に多くの地域で共通してみられる特徴は，

アライグマの被害が確認され始めた頃から数

年のうちに被害額が急増する点である．理由

として地域においてアライグマが加害動物種

であるという認識の広まりも要因として挙げ

られ，被害額の推移がアライグマの個体数の

増減を正確に反映しているかどうかはわから

ない．しかし，少なくともアライグマによる

農作物被害が表面化した地域では，いずれも

被害が甚大なレベルに達するまでに長い時間

を要していない．

被食害にあっている農作物として，スイ

カ，トウモロコシ，イチゴ，ナシ，メロン，

ミカン，ブドウ，モモ，トマト，ダイコン，

水稲などが報告されている（北海道，2010；

兵庫県，2011；神奈川県，2011；大阪府，

2011）．

また農産業被害だけではなく，一般の市民

生活にも影響を及ぼしている．1990年には神

奈川県鎌倉市で（中村，1991），2004年には

横浜市で家屋の天井裏に侵入して子育てをし

（金田未発表），侵入時に天井板を破損した

り，天井裏で糞尿をする，仔アライグマが夜

通し走り回り騒音を立てるなどの被害届けが

出されている．その他，各地で，ペットの飼

料を食べてしまったり，納屋に侵入された，

池の錦鯉を食べられてしまったなどの生活被

害が知られている（池田，2006）．

さらに，京都府下では文化財等の木造建造

物に侵入し，仏像や堂内部の壁画などを損壊

する（川道ら，2010）などの報告もあり，一

般市民の生活だけでなく，文化財被害といっ

た外来生物問題としては新たな悪影響も及ぼ

している．

さらに，最近では，2011年７月に兵庫県尼

崎市で犬の散歩中の人がアライグマに襲われ

怪我をするといった事が連続して起き，報道

を賑わせている（生野・原田，2011；川口，

2011；森，2011）．

自然生態系への影響として最初に報告され

ているのは，池田（1999）によるアオサギ

（Ardea cinerea）の営巣放棄の事例である．

三浦半島での被害事例と

爬虫類・両生類への影響

神奈川県三浦半島では，トウキョウサン

ショウウオ（Hynobius tokyoensis）の産卵数

の減少が，アライグマによる生態系への影響

について気づく最初の機会となった．三浦半

島自然誌研究会では，トウキョウサンショウ

ウオ産卵数を経年的にモニタリングしていた

が，産卵地のひとつ，横須賀市野比で1998年

に急激に産卵数が減少し，翌1999年には例年

図１．1994～2005年のトウキョウサンショウウオの卵嚢数の推移（神奈川県横須賀市野比，久村の産卵池）．
Fig. 1.  Number of egg-sacs Hynobius tokyoensis 1994-2005. Nobi & Kumura Yokosuka-city.
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並みに戻ったものの2000年に再び減少，以

降，産卵数は減少し続けた（図１）．野比は

水田跡地である湿地の乾燥化等の環境改変も

見られず，またペット業者による卵嚢の乱採

集等も観察されてこなかった場所であり，当

初，その産卵数の減少の理由がわからなかっ

た（金田，2008）．アライグマが，トウキョ

ウサンショウウオの産卵数減少の要因と気付

かなかった理由に，当地にアライグマの侵入

が認められてから，減少が確認されるまでに

約３年のブランクがあったことによる．2001

年に，サンシショウウオの尾端が見つかり

（図２），捕食者による影響が初めて危惧され

た．捕食者を特定するために，無人撮影装置

による調査を実施したところ，撮影された捕

食鳥獣の８割がアライグマだった．

影響を受けた両生類は，サンショウウオに

限らず，逗子市久木の岩殿寺では，庭の池

に集まって産卵していたアズマヒキガエル

（Bufo japonicus formosus）が，2000年を最後

に観察されなくなっている．また，葉山町上

山口では，2005年春に産卵のために集合した

ヤマアカガエル（Rana ornativentris）の被食

個体が大量に見つかり周辺にはアライグマの

足跡が無数についていた（金田，2008）といっ

た観察例が得られていたり，経年の産卵数調

査の結果，アライグマ侵入後に減少の一途を

たどっていた（図３）ことも確認されている．

アライグマは元来，爬虫類，両生類を主な

採食対象のひとつとしており，ニューヨー

ク 州 で の Red-backed salamander（Plethodon 

cinereus）（Hamilton, 1951）や，テネシー州

での Slimy salamander（Plethodon glutiinosus）

（Tabatabai and Kennedy, 1988）など，サンショ

ウウオ類をアライグマが捕食している例が報

告されている．

国内においては爬虫類，両生類にかかる

捕食による影響が危惧されており，被食例

は各地で報告されている．北海道では，エ

ゾサンショウウオ（Hynobius retardatus），エ

ゾアカガエル（Rana pirica）が捕獲されたア

ライグマの消化管内容物として見つかってお

り（Ikeda et al., 2004），福井県では環境種絶

滅危惧１類にされているアベサンショウウ

オ（Hynobius abei）のアライグマによる被食

死体が嶺北，嶺南地区で見つかっている（川

本，2009）．また，房総半島においてニホン

イシガメ（Mauremys japonica）など淡水性カ

メ類の被食が見つかっており，継続的な個体

数調査により本種の減少が危惧されている

（小賀野他，2010）．

さらに，トウキョウサンショウウオの分布

 図２．産卵池内で見つかった被食したトウキョ
ウサンショウウオの尾端．
 Fig. 2.  Found piece of tail of Hynobius Tokyoensis 
fall prey to raccoon.

 図３．1996～2005年のヤマアカガエルの卵塊数
の推移（神奈川県三浦郡葉山町の産卵池）．
 Fig. 3.  Number of egg-maths Rana ornativentris  
1996-2005. Hayama-machi Miura-gun.
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北限の福島県いわき市でも，サンショウウウ

オの産卵池の周辺において2006年頃よりア

ライグマの侵入が確認されている（伊原私

信）．福島県のアライグマについては，阿武

隈山地に分布するトウホクサンショウウオ

（Hynobius lichenatus）の体表に多数の結節を

生じさせる寄生虫感染症の原因であることが

危惧されており（伊原他，2010），福島県の

トウキョウサンショウウオではこうした感染

症についての報告は知られていないが，隣接

する茨城県のトウキョウサンショウウオでは

同様の症状の個体が観察されている（河北新

報，2010）．

アライグマ問題対策

アライグマ対策として，これまでに様々な

試みがなされている．鳥獣保護法における有

害鳥獣としての対策は，まずは捕獲以外の方

法をとり，解決しなかった場合に限り捕獲が

なされた．例えば，家屋侵入の場合バルサン

等を焚いて天井裏から追い出した後に侵入口

となっていた場所を塞いだり，農作物被害の

場合には畑に防獣ネットを張るなどである．

ところが，ほとんどが問題の解決につながっ

ていない．

アライグマは大変に身体能力に優れ，多く

の物理柵は乗り越えたりくぐったりしてしま

う．家屋侵入の場合には，一度，侵入した場

所に固執して何度も侵入することも多い．池

の錦鯉を保護しようと池に金網を張り数 kg

のブロックを押さえにしたが，ブロックをど

けて鯉を食べられてしまったという話も2005

年に横浜市で，2006年に京都市で聞いてい

る．さらに電気柵についても，メインテナン

スに手間やコストがかかる上に，背部の体毛

の電線を押しやって侵入してしまうというこ

とを学習すると，なんども柵内に侵入してし

まうといったことも無人撮影装置で観察され

ている（金田未発表）．

今日，対策として有効な唯一の手段は，捕

獲によって地域から野生化アライグマをいな

くすること（根絶）と考えられる．外来生物

法の施行によって，特定外来生物の捕獲・駆

除は一般の市民であっても（狩猟免許を持た

なくても）着手することが可能になっている

（捕獲には鳥獣保護法上の許可または外来生

物法上の確認・認定が必要である）．また，

駆除に際しては，公衆衛生上および動物福祉

上，獣医師が関与した殺処分を実施すること

が望ましい．

捕獲による対策はすでに各地で実施されて

おり，2001年以降2009年までに，北海道では

17458頭，兵庫県では11809頭，神奈川県では

9791頭，大阪では3779頭と多くのアライグマ

が捕獲されているが根絶には至っていない

（図４）．一方で，根絶に至っていないもの

の，限定的な地域からの根絶または地域での

生息数密度の低下によって，両生類への被食

害も抑制され，対策の効果が得られている．

三浦半島のヤマアカガエル生息地では，徹底

した捕獲を続けた結果，捕獲を始めて３年後

に，産卵数がアライグマの侵入以前と同程度

 図４．2001～2009年の野生化アライグマの捕獲
頭数の推移（北海道，神奈川県，兵庫県，大阪府）．

※それぞれの自治体における捕獲頭数の統計より
作成（北海道，2010；兵庫県，2011；神奈川県，
2011；大阪府，2011）．
 Fig. 4.  Number of captured raccoons 2001-2009 
(Hokkaido, Kanagawa, Hyogo, Osaka).
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まで復活した（加藤，金田　投稿中）．

なお，トウキョウサンショウウオに関して

は，捕獲以外にも産卵場所に，1 m 四方程度

の板を湿地内に設置することで，板の下でサ

ンショウウオが産卵することでアライグマ

の被食が一時的に防除できた（天白牧夫，

私信）．ただし，産卵のために集まったサン

ショウウオが壊滅的な被害を受けることを避

けることが可能となる一方で，産卵シーズン

以外のサンショウウオの保護にはなっていな

いために，捕獲の実施と併せた補完的な保全

策と考えたい．

まとめ

外来生物アライグマが，爬虫類・両生類の

生息にとって脅威となることは間違いない．

他方，アライグマ問題の対策実施者として両

生類研究者の活躍が大いに期待される．つま

り水辺環境を生息場所，採食場所として選好

するアライグマの侵入の早期発見は，その環

境を研究フィールドとする両生類研究者に

とって容易であろう．

また各地で取り組まれているアライグマ対

策は，ほとんどが，その対策効果について捕

獲数で評価されているが，生態系の保全のた

めの防除に際しては捕獲頭数ではなく，生態

系に及ぼす本種の影響について注目し，地域

の生態系をモニタリングする事で防除効果の

評価をすすめていくことが望ましいと考えら

れる．両生類の生息状況モニタリングは，同

時にアライグマの生態系被害状況モニタリン

グとして有効である．
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